
          

     

            

５
月
９
日
（
金
）
、
草
間
公
民
館
別
館
に
お
い

て
白
や
ま
ぶ
き
会
（
西
山
嘉
治
会
長
）
の
令
和
７

年
度
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

か
ら
会
員
範
囲
を
草
間
地
区
全
域
に
広
げ
た
た

め
、
会
員
数
は
９
０
名
を
超
え
、
こ
の
日
は
こ
の

う
ち
会
員
３
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
西
山
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

議
事
が
行
わ
れ
、
事
業
報
告
や
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、
西
山
会
長
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
総
会
前
に
、
参
加
会
員
は
タ
ー
ゲ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
さ

れ
、
鳥
越
巡
査
部
長
か
ら
「
振
り
込
み
詐
欺
」
に

つ
い
て
注
意
喚
起
の
お
話
を
聞
か
れ
ま
し
た
。
総

会
後
は
、
会
食
を
行
い
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
月
１
４
日
（
水
）
、
足
見
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

南
部
地
域
（
草
間
・
井
倉
両
公
民
館
内
の
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
を
通
じ
て

交
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
メ
ン
バ

ー
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

【
表 

彰 

者
】 

 
 
 

①
藤
原
健
雄 

５
３
打   

 

③
中
山
義
昭  

④
野
手
征
士 

⑤
藤
野
浩
吉 

⑦
藤
野 

進 

⑧
杉 

基 

⑨
福
水 

真 

⑩
妹
尾
良
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】 

・
藤
原
健
雄
・
笹
田
冨
子
・
妹
尾
良
和
・
杉 

基
・
中
山
義
昭 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１
５
㍍
】 

杉 

基
（
２
本
）
・
藤
野
浩
吉
（
２
本
）
を
含
む
１
６
本 

  

※
草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
４
月
大
会
〔
４
月
１
１
日
（
金
）
〕
の
結
果
、
氏
名
に
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
・
再
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

【
男
子
の
部
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
女
子
の
部
】 

①
藤
野 

進 

５
０
打  

②
太
田
稔
穂  

①
笹
田
冨
子 

５
５
打 

 

②
藤
井
シ
ゲ
ノ 

③
藤
原
健
雄 

④
福
水 

真 
 
 
 
 

③
藤
波
英
子  

④
西
上
み
す
江   

⑤
宮
坂
要
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
中
山
美
恵
子 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】 

・
赤
木
紘
一 
・
藤
波
英
子 

 

・
藤
野 

進 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１
５
㍍
】 

・
藤
野
秀
喜  

・
笹
田
冨
子
（
２
本
） 

・
太
田
稔
穂 

・
福
水 

真 
 

・
藤
井
シ
ゲ
ノ
（
２
本
） 

・
藤
野 

進
（
２
本
） 

・
数
原
ユ
リ
子 

・
妹
尾
良
和 

５
月
２
１
日
（
水
）
、
カ
ル
ス
ト
山
荘
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
草

間
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
の
会
員
に
、
岡
本
邦
尚
館
長
を
加
え
た
３

６
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
初
夏
の
好
天
の
中
、
参
加
者
は
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
３
ラ
ウ
ン
ド
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
２
４
本
も
で
る
好
プ
レ
ー
の
連
続 

で
し
た
。 

大
会
は
真
剣
な
が
ら
も
終
始
和
や
か 

な
雰
囲
気
で
す
す
め
ら
れ
、
参
加
者
は 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
を
通
じ 

て
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
総
合
優
勝
】
中
山
義
昭 

 

【
男
子
の
部
】 

①
中
山
義
昭 

５
５
打 

②
藤
野
浩
吉 

③
藤
原
健
雄 

 

④
太
田
稔
穂 

⑤
杉 

基 

【
女
子
の
部
】 

①
西
上
み
す
江 

５
９
打 

②
藤
野
晴
美 

③
藤
野
シ
ゲ
ノ 

 

④
西
村
宮
子 

⑤
山
口
波
子 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】
１
８
本 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞     

㍍
】
６
本 

※
６
月
８
日
（
日
）
に
新
見
市
民
運
動
公
園
（
ま
ん
さ
く
公
園
）
で
開
催
さ

れ
る
新
見
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〔
１
５
チ
ー
ム
参
加
〕
に
草
間
公
民

館
チ
ー
ム
も
出
場
し
ま
す
。
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
６
月
に
開
催
予
定
で
し
た
公
民
館
主
催
ス
マ
ホ
教
室
で
す
が
、NTT

ド
コ

モ
か
ら
研
修
講
師
を
派
遣
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
７
月
２
４
日
（
木
）
午
前

中
開
催
に
変
更
い
た
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
利
用
の
基
礎
・
ア
プ
リ
の
利
用
等
に

つ
い
て
ス
マ
ホ
初
心
者
・
高
齢
者
の
方
に
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
教
室
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
研
修
内
容
に
つ
い
て
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

５
月
１
８
日
（
日
）
、
北
房
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、

３
地
区
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
及
び
、
以
前
草
間
台
小
学
校
に
勤
務

さ
れ
て
い
た
先
生
を
含
む
１
７
名
の
参
加
で
、
第
５
３
回
草

間
・
土
橋
・
足
見
地
区
連
携
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
優 

勝
】
佐
々
木
謙
二 

【
準
優
勝
】
杉 

照
夫 

 
 
 
 

③
貝
原
靖
和 

④
宮
﨑
健
一 

⑤
藤
井
伸
男 

【
ニ
ア
ピ
ン
】    

佐
々
木
謙
二 

 
 

金
盛
大
祐 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
茂
憲 

 
 
 

杉 

照
夫 

【
ド
ラ
コ
ン
】 

 

佐
々
木
謙
二 

 
 

松
本
茂
憲 

 

５
月
１
３
日
（
火
）
、
草
間
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
（
橋
本
二
郎
会
長
）
９
名
は
、

草
間
市
民
セ
ン
タ
ー
前
で
草
間
台
小
学
校
２
７

名
と
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
４
班
に
分
か
れ
て

プ
ラ
ン
タ
ー
に
日
々
草
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ

ゴ
ニ
ア
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
丁
寧
に
植
栽
し
ま
し

た
。
で
き
あ
が
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
草
間
台
小
学

校
・
草
間
台
保
育
所
・ 

足
見
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ 

ー
の
３
施
設
に
配
布
さ 

れ
ま
し
た
。 
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見
え
過
ぎ
は
心
が
折
れ
る
ほ
ど
ほ
ど
に 

 

メ
レ
ン
ゲ
を
載
せ
て
食
べ
た
い
パ
ン
ケ
ー
キ 

                             
   

 

心
配
の
種
が
尽
き
な
い
親
心 

 

三
食
を
作
っ
て
も
ら
い
今
米
寿 

                             
   

 

葉
桜
に
平
常
心
を
取
り
も
ど
す 

 

柏
餅
作
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
終
る 

                                 
 

熱
心
に
蕗
の
ス
ジ
と
り
夕
支
度 

 

持
ち
上
げ
て
や
る
気
に
さ
せ
る
操
作
術 

                    
 

 
 

      

心
か
ら
愛
す
る
友
が
減
っ
て
い
く 

 

畑
作
も
赤
子
と
同
じ
手
を
入
れ
て 

                    
 

 
 

      
 

関
心
事
一
番
は
ト
ラ
ン
プ
さ
ん 

 

米
高
値
作
る
農
家
は
蚊
帳
の
外 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 
 

古
代
吉
備 

前
方
後
円
墳
の
丘 

ス
ト
ー
リ
ー
い
く
つ
生
ま
れ
う
づ
も
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

孫
夫
婦
い
つ
も
優
し
く
語
り
く
る 

先
短
く
も
忘
れ
え
ぬ
人 

      
 

 位
田
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
よ
り 

現
わ
れ
輝
く
黒
曜
石
片 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
根
の
太
く
な
る
や
を
待
ち
待
ち
て 

 
 

抜
く
手
ワ
ク
ワ
ク
レ
シ
ピ
あ
れ
こ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

  
 

 
 

   
 

 

 

花
に
酔
ひ 

人
に
酔
ひ
た
る 

ひ
と
日
か
な 

                            
 

 
 

  

村
人
の 

慈
愛
の
あ
か
し 

さ
く
ら
か
な 

 
  

                            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
月
２
２
日
（
木
）
、
草
間
公
民
館
別
館
和
室
に
お
い
て
土

橋
在
住
の
清
本
喜
子
（
宗
喜
）
さ
ん
を
講
師
に
「
お
抹
茶
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

１
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
清
本
講
師
か
ら
「
お
茶
の
点
て
方
・

い
た
だ
き
方
」
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
皆
さ
ん

少
し
緊
張
し
た
ご
様
子
で
し
た
が
、
実
際
に
お
茶
を
点
て
た

り
、
美
味
し
い
抹
茶
・
和
菓
子
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
な
か
で

和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
家
庭
で
も
抹
茶
・
茶
筅
が

あ
れ
ば
作
法
等
は
気
に
せ
ず
気
軽
に
抹
茶
を
点
て
て
召
し
上

が
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
な
の
で
、
こ
の
会
を
機
会
に
ご
近
所

で
お
茶
の
会
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

草
間
公
民
館
別
館
に
は
、
本
格
的
に
お
茶
の
会
が
で
き
る
設

備
・
茶
器
具
が
整
っ
て
お
り
、
今
後
も
定
期
で
お
茶
教
室
が
開

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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